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石見銀山地区本部版

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
、
令
和
6
年
度
地
区
別
座

談
会
と
稲
作
講
習
会
の
同
日

開
催
を
開
始
し
ま
し
た
。
1

月
28
日
同
地
区
本
部
多
目
的

ホ
ー
ル
で
は
、
大
田
、
川
合

地
区
を
対
象
と
し
た
座
談
会

を
開
催
し
、
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
組
合
員
に
地
区
本
部

概
況
、
運
営
体
制
の
検
討
、

経
営
計
画
の
説
明
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
運
営
や
支
店
へ
の
要
望

を
伺
い
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
6
年
産

米
づ
く
り
の
反
省
を
基
に
今

年
の
水
稲
管
理
に
つ
い
て
の

稲
作
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
地
区
別
座
談
会
と
稲
作
講

習
会
は
、
一
部
単
独
開
催
の

稲
作
講
習
会
を
含
め
、
2
月

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

と
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
大

田
農
業
部
は
、
1
月
28
日
、

大
田
市
消
防
本
部
で
救
急
救

命
講
習
会
を
開
催
し
、
大
田

市
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組

合
、
大
田
市
白
ね
ぎ
生
産
組

合
、
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組

合
、
温
泉
津
町
施
設
園
芸
組

合
の
組
合
員
と
個
人
の
生
産

者
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
は
、
生
産
者
の

取
り
組
み
を
認
証
す
る
島
根

県
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工

程
）
認
証
制
度
の
『
美
味
し

ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル
ド
』
で
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
既
認

証
団
体
と
個
人
は
3
年
毎
に

講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
救
急
救
命
の

基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、
人

形
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
デ
モ
機
を
使
っ
た
実

技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験

し
、
救
急
救
命
の
手
順
を
一

通
り
学
び
ま
し
た
。
実
技
の

合
間
に
は
、
役
割
分
担
や
胸

骨
圧
迫
を
行
う
環
境・場
所
、

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

と
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
は
、
1

月
30
・
31
日
の
2
日
間
、
同

地
区
本
部
に
お
い
て
『
担
い

手
人
間
ド
ッ
ク
』
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
同
厚
生
連
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検

査
車
等
の
検
診
車
両
4
台
を

使
用
し
た
検
査
は
、
特
定
健

診
の
他
、
各
種
が
ん
検
診
、

腹
部
エ
コ
ー
検
査
な
ど
様
々

な
項
目
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お

り
、
時
間
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。
集
落
営
農
組
織
や

認
定
農
業
者
な
ど
61
名
が
受

診
し
ま
し
た
。

　
地
域
農
業
の
担
い
手
を
対

象
と
す
る
『
担
い
手
人
間

ド
ッ
ク
』
は
、
健
康
で
安
心

17
日
ま
で
同
地
区
本
部
と
市

内
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

会
場
で
開
催
予
定
で
す
。

近
く
に
人
が
い
な
い
場
合
の

優
先
順
位
等
の
具
体
的
な
疑

問
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
よ

う
平
成
26
年
か
ら
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
同
地
区
本
部

は
、農
業
担
い
手
、女
性
部
、

組
合
員
・
地
域
住
民
向
け
の

健
康
診
断
活
動
を
今
後
も
継

続
的
に
実
施
し
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

箱
両
千

箱
両
千

TOPICS

1
●
令
和
6
年
度
地
区
別
座
談
会
、
稲
作
講
習
会

大
田
市
内
の
9
会
場
で
開
催

TOPICS

3

TOPICS

2
●
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
島
根
県
、
農
業
生
産
者
団
体
が
連
携

生
産
者
団
体
の
救
急
救
命
講
習
会
を
開
催

●
農
業
担
い
手
の
健
康
診
断

担
い
手
人
間
ド
ッ
ク

有効な胸骨圧迫は、コツと体力が必要

稲作講習会（久利・大屋地区） 地区別座談会（大田・川合地区）
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軽自動車から普通自動車各種展示します！！

中古車・整備等の

ご相談も承ります！！
軽自動車から普通自動車各種展示します！！

中古車・整備等の

ご相談も承ります！！
軽自動車から普通自動車各種展示します！！

中古車・整備等の

ご相談も承ります！！
軽自動車から普通自動車各種展示します！！

中古車・整備等の

ご相談も承ります！！

トラクター・田植機から

刈払機・管理機など

中小農機も各種展示します！！
トラクター・田植機から

刈払機・管理機など

中小農機も各種展示します！！
トラクター・田植機から

刈払機・管理機など

中小農機も各種展示します！！
トラクター・田植機から

刈払機・管理機など

中小農機も各種展示します！！

JAしまね石見銀山地区本部 自動車課　　　　☎（0854）82-8006
JA全農島根農機サポート㈱ 石見銀山営業所　☎（0854）82-8007■お問い合わせ■

ＪＡしまね石見銀山地区本部 自動車課
ＪＡ全農島根農機サポート㈱ 石見銀山営業所ところ

自動車・農機
合同展示会
自動車・農機
合同展示会

と き 2月14日 9：00▶16：00金 2月15日 9：00▶15：00土

久手町刺鹿

石見銀山地区本部版

　
温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

が
生
産
す
る
『
ゆ
の
つ 

れ

た
す
』
の
出
荷
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
強
い
寒
波
到
来
と

な
っ
た
1
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
井

田
選
果
場
に
集
荷
さ
れ
た
約

１
０
０
玉
の
採
れ
た
て
の

『
ゆ
の
つ 

れ
た
す
』
は
、
タ

ヌ
キ
の
イ
ラ
ス
ト
の
包
装

フ
ィ
ル
ム
に
包
ま
れ
て
箱
詰

め
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
他

市
内
の
取
引
先
に
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。

　
春
作
・
秋
作
メ
ロ
ン
の
後

作
と
し
て
平
成
16
年
か
ら
ハ

ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
た
『
ゆ
の

つ 

れ
た
す
』
は
、
農
薬
使

用
を
極
力
抑
え
た
高
品
質
の

レ
タ
ス
で
、
学
校
給
食
に
も

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

的
な
ス
ー
パ
ー
等
で
の
販
売

で
は
取
り
除
か

れ
て
い
る
外
葉

も
美
味
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

お
お
だ
と
す
い

せ
ん
の
里
で

は
、
2
月
下
旬

頃
ま
で
毎
週

火
・
木
・
土
曜

日
に
販
売
す
る

予
定
で
す
。

TOPICS

4
●
温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

『
ゆ
の
つ 

れ
た
す
』
出
荷
開
始

外葉のしゃぶしゃぶは食感もよくとても美味しい
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石見銀山地区本部版

　旧久利サービスセンターは、昭和39年６月の大田市中央農業協同組合合併までは、久利農業協同組合の本所
であり、その敷地の広さから多くの施設が立てられていました。敷地の中央に位置するサービスセンター建物
は２階建で、東側には旧有線放送協会事務所や米倉庫、北側には加工場と倉庫、さらには給油倉庫が並んでい
ました。そして、その一角に大きな石碑がありました。
　これは、明治40年に皇太子殿下（後の大正天皇）が山陰行啓された際に久利村尋常高等小学校（当時）で小
憩された記念の石碑で、大きな石の台座に乗っていたため、隣の倉庫の屋根まで届く見上げるような高さでした。
　平成21年、既に集約され役目を終えていた旧久利サービスセンター建物群は、老朽化のため解体されること
になりましたが、歴史のある記念の石碑は、久利まちづくりセンターに移設されました。台座の巨石は無くなっ
たため、高さは以前ほどではありませんが、今でも久利まちづくりセンターで、見ることができます。

◎農家の皆様へ

期限切れ農薬の回収期限切れ農薬の回収を行いますを行います期限切れ農薬の回収を行います
処理を希望される方は、下記の要領をご確認のうえ、持ち込みをお願いいたします。
当日は、印鑑と処理費用をご持参下さい。

回収日時

回収場所
回収処理料

令和７年３月21日㈮　午前9：00～午後3：00
（期日以外での回収はできませんので、ご協力お願いいたします。）
JAしまね 石見銀山地区本部　営農センター（大田市駅裏）
１㎏当り 600円（税込）

注意事項注意事項（廃棄農薬を持ち込む際には、必ず下記の事項をお守りください）（廃棄農薬を持ち込む際には、必ず下記の事項をお守りください）
１．�少量でも、農薬の入っていた袋・容器のままお持ちください。安全のため、違う種類の農薬を混ぜ
たりしないでください。

２．�粉剤・粒剤と液剤は分別してお持ちください。また、ヒ素・有機リン系の農薬、名前のわからない
農薬は別にしてください。

３．スプレー缶は中身を出し切ってお持ちください。
４．量の大小にかかわらず、ダンボール箱に入れてお持ちください。
５．袋・容器から農薬がもれないよう、運搬には十分ご留意ください。
　　（農薬がもれたり混ざったりすると、有毒ガスが発生する恐れがあります）

■お問い合わせ■　JAしまね石見銀山地区本部 営農推進資材課 ☎0854-84-9070

JA施設
エピソード 皇太子殿下山陰行啓の小憩記念石碑

当時、山陰本線は鳥取県までしか開通しておらず、行啓は馬車で行われました。小憩碑は、朝山町
等各地にも現存しています
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毛利隆元逝去の地（広島県安芸高田市）
隆元の死の真相は不明となっており、
様々な憶測を呼んでいる。

石見銀山地区本部版

　

毛
利
元
就
は
、
本
城
常
光
謀
殺
の
理
由
に
つ
い

て
、
神
社
の
宝
物
を
持
ち
出
し
た
と
か
、
放
漫
な

振
る
舞
い
が
多
い
＊
１
梟き

ょ
う

雄ゆ
う

で
あ
っ
た
と
か
、
取
っ

て
つ
け
た
よ
う
な
理
由
を
流る

ふ布
し
て
お
り
、
周
辺

の
国
人
領
主
や
石
見
銀
山
の
人
々
に
白
々
し
い
空

虚
感
が
漂
っ
て
い
る
。
事
を
知
っ
た
旧
尼
子
方
国

人
領
主
の
中
に
は
、
毛
利
方
か
ら
再
び
尼
子
方
に

帰
順
し
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

強
引
な
手
段
を
も
っ
て
し
て
も
石
見
銀
山
の
直

接
領
有
を
果
た
し
た
か
っ
た
元
就
は
、
迫
り
く
る

命め
い

脈み
ゃ
く

を
睨
み
な
が
ら
、
宿
敵
尼
子
氏
撃
滅
と
い
う

人
生
の
総
仕
上
げ
に
出
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
尼
子
方
優
勢
な
場
面
も
局
所
的
に
は

あ
っ
た
が
、
毛
利
攻
勢
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
無
く
、
４
年
に
も
渡
る
兵
糧
攻
め
と
多
く

の
家
臣
の
離
反
の
た
め
尼
子
義
久
が
月
山
富
田
城

を
開
城
し
、
尼
子
氏
の
全
面
降
伏
が
実
現
し
た
。

　

経
四
郎
は
、
尼
子
と
毛
利
が
出
雲
で
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
間
、
銀
の
採
掘
や
運
搬
に
関
わ
る
人

を
差
配
す
る
役
目
の
多
く
が
小
笠
原
家
の
も
の
と

な
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
常
光
が

山
吹
城
主
で
あ
っ
た
頃
に
独
占
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
常
光
の
正
室
御み

幸ゆ
き

の
方
の
口
添
え
を
受
け

た
服
部
六
兵
衛
の
御
内
儀
＂
た
づ
〟
の
協
力
と

山
吹
城
開
城
の
功
績
を
毛
利
か
ら
認
め
ら
れ
た 

＊
２

服
部
治
部
が
、
吉
川
の
城
番
を
動
か
し
て
小

笠
原
家
に
役
目
を
移
譲
さ
せ
た
も
の
で
、今
で
は
、

石
見
銀
山
の
運
営
に
小
笠
原
家
が
不
可
欠
な
位
置

を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

　

領
地
が
石
見
銀
山
に
隣
接
す
る
利
点
を
活
か

し
、
間
接
的
に
銀
山
の
権
益
を
握
る
こ
と
は
、
小

笠
原
家
の
勘
定
方
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

嫡
子
と
な
っ
た
本
城
常
光
の
次
男
大
蔵
左
衛
門
尉

ら
を
受
入
れ
て
く
れ
た
小
笠
原
家
へ
の
感
謝
の
意

で
あ
り
、
ま
た
、
丸
山
周
辺
に
蓄
え
て
あ
っ
た
本

城
常
光
の
石
見
銀
山
の
銀
と
と
も
に
本
格
的
な
築

城
の
普
請
再
開
に
備
え
て
の
事
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
元
亀
元
年
（
１
５
７
０

年
）、
小
笠
原
長
雄
が
病
で
亡
く
な
っ
た
。
長
雄

は
亡
く
な
る
直
前
、
経
四
郎
に
丸
山
城
の
こ
と
を

託
し
た
。
し
か
し
、
元
就
の
眼
が
光
っ
て
い
る
う

ち
は
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
長な

が
あ
き旗

も
承

知
し
て
い
る
が
、
本
城
常
光
と
目
指
し
た
石
見
国

人
の
連
携
を
夢
見
た
頃
と
、
大
き
く
情
勢
は
変

わ
っ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
〈
次
回
に
続
く
〉

＊
1
梟
雄
…�

残
忍
で
勇
猛
な
盗
賊
の
頭
目
の
よ
う
な
悪
人

＊
2
服
部
治
部
…�

こ
の
頃
の
銀
山
運
営
に
は
、
服
部
氏
が

深
く
係
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
毛

利
元
就
か
ら
偏へ

ん

諱き

（
就
と
い
う
字
を
名

に
頂
く
）
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
服
部

就な
り

久ひ
さ

と
い
う
人
物
が
記
録
に
残
っ
て
い

る
。

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。

月山富田城跡（安来市広瀬町）
標高190mの月山を中心に築かれた山城で、難攻
不落と言われた戦国大名尼子氏の居城。毛利軍は
4年の歳月をかけて攻めたが、城内まで入り込む
ことすら出来ず、兵糧攻めや内紛を誘う謀略に
よって尼子義久の降伏に漕

こ

ぎ着けた

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～

枯
三
太
外
伝

　
「
と
こ
ろ
で
…
」
佐
平
次
か
ら
妙
な
報
告
が
あ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
角つ
の

折お
れ

城
（
大
屋
町
）
近
く
の
枯
三
太
の
居
住
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
き
れ
い
に
片

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
人
が
い
た
気
配
が
あ
っ
た
と
い
う
。
勝
手
に
誰
か
が

入
っ
た
と
も
思
わ
れ
た
が
、「
一い
っ

矢し

」
と
読
め
る
書
置
き
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
と
い
う
。「
一
矢
報
い
る
」
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ

の
上
に
白
い
も
の
が
置
い
て
あ
っ
た
。
山
吹
城
に
置
い
て
き
た
椿
雅
楽
助

の
歯
と
思
わ
れ
る
。
こ
ん
な
芸
当
が
で
き
る
の
は
、
一
人
し
か
い
な
い
。

枯
三
太
は
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
…
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば

姿
を
見
せ
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
思
う
。

　
本
城
常
光
が
謀
殺
さ
れ
た
翌
年
、
形
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
隠
居
し
た

毛
利
元
就
か
ら
家
督
を
継
い
で
い
た
嫡
男
の
隆
元
が
急
死
し
た
。
隆
元
は
、

本
城
常
光
と
と
も
に
討
た
れ
た
常
光
の
嫡
男
隆
光
の
烏え

ぼ

し

帽
子
親お
や

（
後
見
人
）

で
あ
る
。
尼
子
攻
め
に
加
わ
る
た
め
出
雲
に
向
か
う
途
中
、
安
芸
国
佐さ

さ

べ

々
部

郷
（
安
芸
高
田
市
）
の
寺
で
国
人

領
主
の
供
応
を
受
け
て
い
た
時
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
半
年
前
か
ら
住

み
着
い
て
い
た
身
の
こ
な
し
の
軽

い
老
人
が
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
場
で
討
ち
取
ら
れ
た
と
の
密

事
を
佐
平
次
と
銀
菜
が
突
き
止
め

た
。
た
だ
、
こ
の
老
人
が
枯
三
太

で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
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う
も
し
楽
く
し
い
お
を
米
お

このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

石見銀山地区本部版

■
本
誌
１
月
号
し
ま
ね
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
高
見
さ
ん
の
イ

チ
ゴ
作
り
、
一
年
の
仕
事
を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
完

熟
イ
チ
ゴ
が
食
べ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。　
　
（
Ｈ
さ
ん
）

■
物
価
高
に
対
応
す
る
の
は
、
物
を
買
わ
な
い
、
服
は
修

復
し
て
、
暖
房
は
使
わ
な
い
、
温
か
い
食
事
…
涙
ぐ
ま
し

い
努
力
で
す
。
こ
の
寒
さ
の
中
、
皆
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て

生
活
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
（
Ｔ
さ
ん
）

■
今
冬
は
、
大
根
が
小
さ
く
て
葉
ば
か
り
立
派
で
が
っ
か

り
で
し
た
が
、
不
作
の
葉
も
の
野
菜
の
代
わ
り
に
大
活
躍
。

葉
っ
ぱ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
さ
ん
）

■
元
旦
の
夜
、
入
浴
中
に
前
後
不
覚
に
な
り
、
帰
省
中
の

息
子
に
助
け
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
水
を
飲
ま
せ
た
り
身
体

を
拭
い
た
り
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
が
、
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
危
う
く
お
悔
や
み
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。（

Ｏ
さ
ん
）

■
本
誌
１
月
号
の
健
康
散
歩
の
『
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
か

も
？
』
は
、
母
が
、
い
つ
も
腰
が
痛
い
と
言
っ
て
い
ま
す

の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
Ｔ
さ
ん
）

■
地
サ
ン
地
シ
ョ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
は
、
手
に
入
り
や
す
い

材
料
、
季
節
の
食
材
、
台
所
に
あ
る
よ
う
な
調
味
料
が
使
っ

て
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。
材
料
が
お
し
ゃ
れ
す
ぎ
る
と
諦

め
ち
ゃ
う
か
も
。
毎
号
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。（
Ｍ
さ
ん
）

■
本
誌
１
月
号
の
「
２
０
２
５
年
も
実
（
巳
）
を
結
ぶ
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
」
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

（
Ｍ
さ
ん
）

　

お
米
は
世
界
中
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
、
そ
の
中

で
も
日
本
の
お
米
は
世
界
的
な
和
食
ブ
ー

ム
と
と
も
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ

の
証
拠
に
、
お
米
の
輸
出
を
見
て
み
る
と
、

２
０
２
３
年
時
点
で
、
過
去
10
年
間
で
比

べ
る
と
な
ん
と
そ
の
量
は
12
倍
以
上
に
も

な
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

　

で
も
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
の
お
米
は
、

実
は
と
っ
て
も
異
質
な
世
界
な
ん
だ
。
外

国
の
お
米
は
あ
く
ま
で
も
「
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で

も
な
い
。
と
こ
ろ
が
日
本
人
は
「
品
種
に

よ
る
味
の
違
い
を
楽
し
ん
で
い
る
」「
料

理
に
合
わ
せ
て
お
米
の
種
類
を
変
え
て
い

る
」「
す
し
屋
で
は
自
分
の
お
店
専
用
の

ブ
レ
ン
ド
米
を
使
っ
て
い
る
」「
お
米
が

お
い
し
く
な
る
た
め
の
精
米
技
術
が
あ

る
」「
保
存
の
た
め
に
単
に
乾
燥
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
水
分
と
味
を
気
に
し
て
い

る
」
な
ど
な
ど
。

　
「
え
、
お
米
な
の
に
そ
こ
ま
で
や
る

の
!?
」
と
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
「
ア
ン

ビ
リ
ー
バ
ブ
ル
」
な
世
界
な
ん
だ
。

　

東
京
・
原
宿
に
あ
る
小
池
精
米
店
の
前

は
、
普
段
か
ら
大
勢
の
外
国
人
が
歩
い
て

い
ま
す
。
時
々
お
米
を
買
っ
て
く
れ
ま
す

が
、
以
前
は
「
日
本
で
最
も
有
名
な
お
米

が
欲
し
い
」
と
い
っ
た
簡
単
な
要
望
で
し

た
。
し
か
し
最
近
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

す
し
屋
を
や
る
の
で
、
す
し
に
合
う
お
米

が
欲
し
い
」
と
か
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
以
外

で
何
か
特
徴
的
な
お
米
は
な
い
か
」
と
か
、

よ
り
具
体
的
な
要
望
が
増
え
て
い
る
ん
だ
。

こ
れ
も
日
本
の
お
米
に
外
国
人
が
熱
視
線

を
送
っ
て
い
る
証
し
だ
ね
。

　

世
界
で
は
お
米
を
味
付
け
し
て
食
べ
る

こ
と
が
一
般
的
で
、
日
本
の
よ
う
に
白
米

の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
十
分
に
お
い

し
い
…
…
。
そ
ん
な
日
本
の
お
米
は
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
種
の
中
で
も
特
に
異
質
で
、
で
も
、

だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
外
国
人
か
ら
評
価
さ

れ
て
い
る
ん
だ
。

　

皆
さ
ん
は
将
来
、
外
国
で
仕
事
を
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に

大
事
な
の
は
、
外
国
人
が
興
味
を
持
つ
自

分
の
国
の
特
徴
を
い
か
に
正
確
に
、
詳
し

く
話
せ
る
か
で
す
。
そ
の
中
に
間
違
い
な

く
お
米
は

含
ま
れ
ま

す
。
今
日

か
ら
し
っ

か
り
お
米

と
向
き
合

い
た
い
で

す
ね
！

五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
●
小
池
理
雄

海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
日
本
の
お
米
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森山職員の
独り言

森山職員の
独り言

【ヌキ】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

１ 井田 厚朴　邦広 261 336 福之鶴 百合久勝 恵茂勝 藤桜

２ 井田 松本　陽一 270 329 若百合 美国桜 喜亀忠 安福久

３ 志学 島田　克己 286 331 暁之藤 茂洋 平糸勝 徳重波

４ 水上 ㈱大田原農場 319 327 福之姫 百合茂 安福久 日向国

５ 富山 幸村　正人 273 316 紀多福 安福久 美穂国 勝平正

【メス】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

１ 志学 高田　雅晴 302 299 安福久 福之姫 諒太郎 百合茂

２ 大国 長見　茂幸 279 289 福之姫 美津照重 安福久 百合茂

３ 山口 大國　裕紀 280 297 北美津久 美国桜 安茂勝 貴安福

４ 山口 大國　裕紀 264 298 福之姫 安福久 勝忠平 福安照

５ 志学 木下　　崇 279 352 福之姫 福安照 茂勝栄 茂重桜

1 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢
管内 25 888,800 283,800 504,504 4,957 68,433 272 275

メス 中央 118 888,800 41,800 490,134 84 2,002 279 282
県 173 1,655,500 41,800 499,839 9,789 11,698 283 285
管内 31 785,400 161,700 590,913 -25,014 60,493 304 276

ヌキ 中央 138 1,038,400 161,700 624,346 -1,503 72,787 306 279
県 228 1,046,100 161,700 623,126 -2,723 77,969 311 282

令
和
７
年
１
月
15
日

石見銀山地区本部版

▲

島
根
県
の
母
系
統
を
高
く
評
価
い
た
だ

い
て
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

温
泉
津
町
井
田

厚
朴
　
邦
広
さ
ん

石見銀山地区本部管内 1月子牛市場ランキング  ベスト５（本人取り除く）

大根・白菜・白ねぎ・ほうれん草・
しびき・レンコン・箱寿司・カブ・
干し柿・キャベツ

白ねぎ・白菜・キャベツ・しびき・ 
サニーレタス・ブロッコリー・ぎんなん・ 
ひらたけ・大根・生椎茸（原木）

すいせんの
里

JAグリーン
おおだ

1,323点

15,988点

　2月5日より産直台を平台に改装致しました。置き場スペースも広がり、お求めやすい環境となり
ました。皆様のご協力で産直平台が、たくさんの新鮮野菜で埋まりますよう1品でも多くの出荷を
お願いいたします。

JAグリーンおおだより
出荷者の皆様へ

※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

みんなの直売市情報

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課

　今年も春の到来を感じる時期となりました。昨年は、夏の猛暑、秋の雨不足等の天候不順、さ
らには生産資材価格の高騰等の中、活き活きとした野菜を出荷していただき、産直会員の皆様は
“さすが！”と感謝しています。
　JAグリーンでは、特売を月2回とし野菜の詰め放題等のイベントを行い、どうしたら、何をし
たらお客様に喜んで頂けるか、出荷者の皆様の生産された農産物をお届けできるか、日々話し合っ
ております。当たり前の日々が当たり前でないと感じることが多くなってきた今日ですが、1日
が無事に終えられることに感謝し、朝には元気な笑顔で開店出来るよう「一意専心」の心で、産
直会員さんと共に春を待ちわび、野菜・お花・苗物等を並べて、皆様のご来店をお待ちしています。

3月7日㊎・8日㊏
JAグリーンおおだ
すいせんの里

創業祭

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月  ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）
切花・鉢花10％OFFの日

毎月  ８日、18日、28日（８のつく日）

１月の売上ベスト10（数量ベース）※苗物・海産物を除く

▲

今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

高
田
　
　
拓
さ
ん

3月28日㊎・29日㊏
JAグリーンおおだ
すいせんの里

３月の特売日
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石見銀山地区本部版

■お問い合わせ■　JAしまね石見銀山地区本部 生活典礼課　☎0854-84-9071
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「潰して焼いて、いーもの食べよう♪」

年金無料相談

石見銀山地区本部版

地元の食材を美味しく調理
辻調理師専門学校卒業、3人の子育て中

フリーアナウンサー　

　谷　夏海さん

①① ②②

提供：JAしまね石見銀山地区本部

①里芋まんじゅうあんかけ
＜材料（3～4人分）＞

・里芋（皮付き）　5個程度（400g〜500g程度）
・豚ひき肉　130g　　　　 ・生姜　3切れ（4g程度）
・こめ油　材料が浸る程度　・片栗粉　小さじ2
・塩　小さじ1/2　　　　   ・薬味　ゆずの皮など適量
・‌練りがらし　お好み　　   ・水溶きの片栗粉　適量

【あんかけの出汁】
・水　100cc　　　　　　   ・みりん　大さじ5
・しょうゆ　大さじ1　　   ・顆粒出汁の素　小さじ1
・塩　少々
＜作り方＞

❶ �里芋は中央にぐるりと一周切れ目を入れ、蒸し器で約20
分蒸す（目安は竹串がすっと刺さる程度。切れ目を入れると里
芋の皮がつるんと剥ける）。

❷ �皮をむいた里芋をすりこぎ棒やマッシャーでなめらかに
なるまで潰す。

➌ �❷に片栗粉と塩を加え混ぜ、６〜7等分して丸めて表面
に片栗粉をつける。

➍ 材料が浸る程度の油で表面がサクッとするまで揚げる。
➎ �フライパンに油（大さじ2程度）と生姜の千切りを入れ、香

りが出たら豚のひき肉を入れ軽く炒める。
➏ �➎にあんかけの出汁を入れ、沸騰させアルコールを飛ば

したら中火にして、水溶きの片栗粉でとろみをつける。
➐ �揚げた里芋まんじゅうにあんかけをかけ、薬味を添えた

ら完成！お好みで練りがらしをつけて下さい。
※�見た目もコロっとしていて可愛いく、子どもも好きなメ

ニューです。
※�里芋は蒸すか電子レンジがおすすめ！（茹でると少し水っぽく

なってしまう。電子レンジは600wで5分程度あたため）

②長芋たっぷりとろろ昆布入りお好み焼き
＜材料（3～4人分）＞

・豚バラ肉　200g程度　　
・キャベツ　1/2個程度（400g程度）
・長芋　1/3個（200〜250g程度）
・天かす　40g　　　　・卵　3個
・顆粒出汁の素　小さじ1
・お好み焼き粉　80g　・とろろ昆布　お好み
・酒　適量　　　　　　・油　大さじ1
【トッピングをお好みで】
・お好みソース　　　　・マヨネーズ
・鰹節、青のり、紅しょうがなど

＜作り方＞
❶ �キャベツは粗みじん切りにする。
❷ �長芋は皮をむいてスライサーで千切りにする。
➌ �ボールにキャベツ、長芋、天かす、卵、お好み焼き粉、

顆粒出汁の素を入れ混ぜる（水分が出るのであまり混ぜ
すぎないのがポイント！）。

➍ �フライパンで大さじ1の油を温め、火を弱めて➌の
生地をフライパンに広げる。その上に豚肉、とろろ
昆布を乗せたら強火にする。

➎ �蓋をして生地の周りに火が通るまで蒸し焼きにして
裏返す。

➏ �裏返したら適量の酒を回し入れ、弱火で蒸し焼きに
して豚肉に火を通す。豚肉がカリッとするのが目安。

➐ �器に盛り、ソースやマヨ、トッピングはお好みで！
※�長芋は皮をむいてスライサーで千切りにするとふっく

らした中に芋の食感がある。
※�酒を入れて蒸すと香りが出て美味しくなる。とろろ昆

布で旨みがアップ！

３月の 外勤日（ふれあいの日）は
12日（水）・13日（木）・14日（金）

※�3月12日（水）：三瓶店、
高山店は休業いたします。

３月の年金無料相談は、
お 休 み さ せ て い た だ 
きます。

今月の料理
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